
用語解説✐
地下水涵養とは・・・雨水などが土中に浸透し、帯水層に地下水として蓄えられること。
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が
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
隙
間
に
水
が
蓄

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
０
０
年
以
上
に
わ
た
る　
　
　

農
業
の
営
み

　
約
４
０
０
年
前
、
加
藤
清
正
公
の
時
代

か
ら
は
、
農
業
用
水
が
不
足
し
て
い
た
白

川
中
流
域（
菊
陽
町
・
大
津
町
）に
井
手
や

堰せ
き
が
築
か
れ
、
大
規
模
な
水
田
開
発
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
馬
場
楠
井
手
や
馬
場
楠
堰ぜ
き
、

上
井
手
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　
阿
蘇
火
山
の
麓
に
位
置
し
、
火
砕
流
な

ど
が
降
り
積
も
っ
た
白
川
中
流
域
の
水
田

は
、
通
称
「
ざ
る
田
」
と
呼
ば
れ
、
通
常

の
５
～
10
倍
も
の
水
が
地
下
に
浸
透
し
ま

す
。
水
が
浸
透
し
や
す
い
地
質
を
持
っ
た

こ
の
土
地
に
水
田
を
開
い
た
こ
と
で
、
ま

す
ま
す
地
下
水
が
豊
富
に
な
り
ま
し
た
。

経済発展と地下水保全の両立に向けて

地
質
を
生
か
し
た　
　
　
　
　
　

地
下
水
涵
養
の
開
始

　
こ
う
し
て
蓄
え
ら
れ
た
地
下
水
を
生
活

用
水
や
産
業
用
水
と
し
て
使
用
し
て
き
ま

し
た
が
、
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
地
下

水
位
は
長
期
的
に
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
町
は
、
県
立
ち
合
い
の

下
、
熊
本
市
、
大
津
町
、
水
循
環
型
営
農

推
進
協
議
会
と
、
平
成
16
年
に
「
白
川
中

流
域
に
お
け
る
水
田
湛
水
推
進
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
。
地
元
農
家
の
協
力
の
下
、

転
作
し
た
水
田
に
水
を
張
っ
て
も
ら
う
地

下
水
涵
養
を
始
め
ま
し
た
。
併
せ
て
、
行

政
と
住
民
や
事
業
所
が
一
体
と
な
り
、
生

活
用
水
の
節
水
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
現
在
、
地
下
水
観
測
井
戸

の
水
位
の
多
く
は
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

菊
陽
町
の
水
田
は
、
熊
本
県
全
体
の
地
下

水
保
全
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

次
の
世
代
へ
地
下
水
を　
　
　
　

つ
な
ぐ
た
め
に

　
阿
蘇
の
雄
大
な
自
然
の
活
動
と
、
４
０

０
年
以
上
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
農
業
の

営
み
、
そ
し
て
多
く
の
農
家
の
協
力
に
よ

る
営
農
や
水
田
湛
水
の
取
り
組
み
で
、
豊

富
か
つ
良
質
な
地
下
水
が
今
日
ま
で
つ
な

が
れ
て
き
ま
し
た
。
県
の
地
下
水
は
８
７

１
億
ト
ン
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
県
内
の

地
下
水
の
年
間
使
用
量
の
５
４
４
年
分
に

当
た
り
ま
す
。

　
現
在
、
半
導
体
関
連
企
業
の
集
積
に
よ

り
、
取
水
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
半
導
体
関
連
企
業
の
集
積
は
、
町
や

県
、
ひ
い
て
は
国
全
体
の
経
済
発
展
が
期

待
さ
れ
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て

い
る
一
方
、
熊
本
都
市
圏
１
０
０
万
人
の

生
活
と
産
業
を
支
え
て
い
る
地
下
水
を
守

る
必
要
が
あ
り
、
地
下
水
に
支
え
ら
れ
た

経
済
発
展
と
地
下
水
保
全
の
両
立
は
、
最

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
下
水
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
、
町

で
は
、
県
や
関
係
機
関
な
ど
と
一
体
と

な
っ
て
、
次
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。 特集特集 豊かな地下水を未来へ

　
そ
も
そ
も
、
熊
本
県
は
な
ぜ
地
下
水
が

豊
富
な
の
か
。
熊
本
県
が
「
水
の
国
」
と

呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
は
、
自
然
の
活
動
が
も

た
ら
し
た
地
質
的
要
因
と
、
４
０
０
年
以

上
に
わ
た
る
農
業
の
歴
史
的
要
因
の
、
２

つ
の
大
き
な
要
因
に
あ
り
ま
す
。

阿
蘇
火
山
の
噴
火
に
よ
る　
　
　

水
が
浸
透
し
や
す
い
地
質

　
阿
蘇
火
山
は
、
約
27
万
年
前
か
ら
９
万

年
前
に
か
け
て
、
４
回
の
大
噴
火
を
起
こ

し
ま
し
た
。
噴
火
に
よ
り
火
砕
流
が
厚
く

降
り
積
も
っ
た
地
層
は
、
隙
間
や
割
れ
が

多
く
水
を
通
し
や
す
い
た
め
、
降
っ
た
雨

な
ど
が
地
下
に
浸
透
し
、
地
下
水
に
な
り

や
す
い
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
を
通
し
に
く
い
地
層
や
岩
盤

の
上
に
、
こ
の
水
を
通
し
や
す
い
層
が
広

特特集集 豊かな地下水を未来へ

通常の水田に比べ５～10倍通常の水田に比べ５～10倍
もの水が地下に浸透もの水が地下に浸透

県内の水道水源の約８割を地下水で賄っている熊本県。菊陽町もこの恩恵を受けています。地下水は私たちの
生活だけでなく、県内のさまざまな産業も支えており、今後の半導体関連企業の集積においても大きな役割を
担っています。経済発展と地下水保全の両立に向け、本町が中心的な役割を担い、取り組みを進めています。

な
ぜ
熊
本
県
は
地
下
水
が
豊
富
な
の
か
。

通常の水田

菊陽の大地を生かし、地下水を育て、守る。
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菊陽町の観測井戸の地下水位

熊本県の地質のイメージ

加藤清正公の時代に造られた馬場楠井手の
鼻ぐり（通称：鼻ぐり井手）

公益財団法人くまもと地下水財団ホームページより

白川中流域の水田

通常の水田と白川中流域の
水田の違い

阿蘇山の麓に位置する菊陽町は、阿蘇山の麓に位置する菊陽町は、
火山活動により水が浸透しやすい火山活動により水が浸透しやすい

地質になっている地質になっている
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特特集集 豊かな地下水を未来へ

地元農家の皆さんと水田湛水を行っています
　菊陽町、熊本市、大津町、関係土地改良
区、ＪＡ菊池、ＪＡ熊本市で構成する水循
環型営農推進協議会では、白川中流域で、
作付けの合間に水を張る水田湛水に取り組
んでいます。
　にんじんや米・麦・大豆などの転作作物
の植え付け前後に田に水を張ることで、地
下水涵養を行うもので、湛水期間などに合
わせて協力農家へ助成をしています。

取り組み

1

地
下
水
涵
養
の
さ
ら
な
る
促
進

取
水
す
る
必
要
の
あ
る
地
下
水
の
相
当
量
を
涵
養

　また、白川の河川水はミネラルに富んで
おり、植え付け前に湛水を行うことで、線
虫駆除や連作障害、地力の増進などに効果
があり、安全で高品質な農産物が育ちます。
　新たに開始する冬季湛水などの効果も見
込まれ、今年度の白川中流域での涵養量は、
前年度の1.8倍である2,800万トンと、過
去最多を見込んでいます。

例：大豆作の場合

麦 水張り（１カ月） 大豆
11月下旬 ５月下旬 ７月上旬 11月下旬

米の作付け拡大でさらに涵養を推進
　７月に、大津町、菊池地域農業協同組合、
おおきく土地改良区、馬場楠堰

ぜき

土地改良区
と、白川中流域等水稲作付推進協議会を設
立しました。本協議会では、協力農家によ
る米の作付けに対して支援や助成などを行
うことで、米の作付け拡大を推進し、地下
水涵養や農業振興につなげていきます。
　一方で、これまでも、農家の皆さまの協

力により水田湛水や水稲作付けなどの取り
組みを進めてきました。しかし、涵養でき
る農地の数には限りがあります。そのため、
他の涵養方法の検討が急務です。
　町では、今後、県や関係機関と協議を進
め、「営農によらない涵養」の実現にも取
り組んでいきます。

取り組み

3
他の水源利用の
推進

代替水源も活用
　県において、菊池市の竜門ダムを水源とする有明工業
水道の未利用水を、半導体関連企業で使用する地下水の
代わりとなる水源として活用できないか、調査が進めら
れています。
　半導体関
連企業の工
場内で使用
した水の再
利用につい
ても、検討
を進める予
定です。

取り組み

2
地下水取水量
の削減

節水や再生利用により取水量を削減
　県を中心に、取水する事業者に対して、節水や
再生利用などに取り組み、取水量を減らすよう求
めていきます。
　実際に、ＪＡＳＭ第１工場においては、当初計
画で示していた年間取水量430万トンを、310万
トンに減らすなど、取り組みが進んでいます。
　熊本地域の地下水使用量のうち、最も多くを占
めるのは生活用水です。使用される水道は、年間
約１億トンで、全体の64.7％となっています。
水道の１％の節水で、約100万トンを超える地下
水取水量が削減されることとなり、地下水保全に
大きな効果があることから、引き続き、生活用水
の節水も、啓発していきます。

地下水涵養指針を改正
　県が、県地下水保全条例に基づく地下水涵養方針を令和５年９月に改正し、
同年10月から適用を開始しました。従来の指針では、取水量の１割を涵養す
ることとなっていましたが、取水量の増加と涵養量のバランスを守るために、
今後、新たに事業者が地下水を取水（増量を含む）する場合、同等量である10
割の涵養が必要となります。

関係機関と連携を強めています
熊本地域における

地下水涵養推進に関する協定
ＪＡＳＭ・熊本県・菊陽町・水循環型

営農推進協議会・くまもと地下水財団

　令和５年５月締結。ＪＡＳＭが
立地決定の際表明していた地下水
取水量の100％以上の涵養につい
て、関係者で取り組むことを確認
しました。

　本年８月締結。７月に設立され
た白川中流域等水稲作付推進協議
会をはじめ関係者で、企業におけ
る白川中流域の米の購入による地
下水涵養にも取り組んでいきます。

　平成16年、地下水涵養事業開
始の協定締結（10年更新）。涵養
にも大きな役割を果たす水田湛水
などの営農事業を地域農家と関係
者が連携して、推進しています。

白川中流域等における
水稲作の推進及び

農業振興に関する協定
ＪＡＳＭ・菊陽町・大津町・ＪＡ・熊本県

白川中流域における
水田湛水推進に関する協定

菊陽町・熊本市・大津町・
水循環型営農推進協議会・熊本県

町内企業も取り組みを進めています

田植えで地下水涵養
　６月８日にソニーが、
29日にＪＡＳＭが、７月
７日に富士フイルムが、
地元農家の協力の下、白
川中流域内の水田で田植
えを行いました。田植え
には、各社員やその家族
が参加。稲作により水田
に水を張り、地下水涵養
につなげることを目的と
しています。

　町内の企業では、社員食
堂や社員用として、地域の
米を購入することで、地下
水涵養の取り組みが進んで
います。
　引き続き、地元で生産さ
れた米の消費促進を進め、
白川中流域における地下水
涵養と農業の振興を図って
いきます。

地元の米を
社員食堂で使用

この水田で生産された農産物は「水の恵ブランド」として販売！

荒尾市

竜門ダム

白石頭首工

上の原浄水場

想定給水先

長洲町

直線距離 約16km直線距離 約16km
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改正前 改正後

富士フイルム
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